
○　本校の概要 令和7年3月7日

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。
４：
90％
以上

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が６０％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

１：
70％
未満

3

３：
80％
以上

3

２：
70％
以上

3

③情報技術を適切に活用した授業の実施
を通して、情報活用能力の育成を図ってい
る。

3

④ものづくりや地域の創生に必要な知識
及び技能を身に付け、試行錯誤して地域
や社会のWell-beingにつながるものや取組
を発信したり、自分や他者のよさを生かし
てよりよいものを創出しようとしたりしてい
る。

3

②学校内外での様々な体験活動や自己評
価する習慣づくりを推進し、自ら考え判断
する力や、他者と協働していく力の育成を
図っている。

3

③現代社会における地球規模の課題を自
分事として捉え、その解決に向けて考え、
行動する力の育成を図っている。

④乳幼児期から中学校まで円滑な接続を
行うため、保幼小の連携や小中一貫の視
点に立った教育を行っている。

方向性 取組指標

①STEAM教育等の教科等横断的な学び
や科学教育を推進し、課題解決力や新た
な価値を創造する力の育成を図っている。

①外国語教育指導員の活用などにより、
英語に慣れ親しみながら会話をする機会
を増やし、英語力やコミュニケーション能力
の向上、豊かな国際感覚の育成を図って
いる。

②我が国や郷土の伝統や文化の学習、人
権教育を推進し、自分とは異なる文化や価
値観をもつ相手を理解し、互いに尊重し合
う心の育成を図っている。

社会の様々な課
題を自分事として
捉え、主体的に
考え、他者と協
働し、問題解決し
ていく意欲や、予
測困難な未来社
会を切り拓いて
いくために重要な
創造力や課題解
決力、情報活用
能力を育成しま
す。

③体育や保健体育の授業など様々な機会
を通して、健康教育や食育を推進し、基本
的な生活習慣の確立を図っている。

3

Ｄ

①道徳科を中心とした各教科等での学習
などを通じて継続的に道徳教育を実施し、
豊かな情操や道徳心の育成を図っている。

②学習習熟度に応じた指導や個に応じた
学習支援、各種検定の実施を通して、すべ
てのこどもに確かな学力の育成を図ってい
る。

目標に対する成果指標

8

これまでの取組
今後の改善策

取組
評価

3

4

3

3

2

Ｃ

３：
80％
以上

成果
評価

令和６年度　大田区立小池小学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

学級数２６　児童数８２９名
①こどもが楽しく登校し、喜びの中で育つ学校②保護者から信頼され、安心してこどもを預けられる学校③地域に愛され、共にこどもを育む学校④教員が自らの職責を誇りに思う学校と、学校の経営方針に掲げてよりよい学校を目指している。
「おおたの未来づくり」の教育課程特例校として、地域との連携を深めて校内研究を中心に、未来社会を創造的に生きる児童の育成を図っている。

3

学校関係者記入欄

7

〇児童アンケートの結果(肯定的評価)
は87.9%であった。道徳教育推進教師
を講師として道徳教育や授業づくりに
ついて研修を行った。また道徳科を専
門とする教師が国や都での授業に積
極的に取り組み、本校の教員に授業
公開やＯＪＴ研修を通して還元して
いったこともこの結果につながってい
ると考える。
〇５月に行われた体育健康授業公開
講座では、児童の集団生活の中で抱
える不安等の様々な悩みについて保
護者がどのように寄り添って支援する
ことが望ましいかについてをテーマに
して家庭での健康教育を進めるよう保
護者に啓発した。このことも成果と考
えられる。
●小中一貫教育の会で、成果指標を
「友達との関わりを通して、自分には
よいところがあると思った」と共通に設
定して、その向上を目指した。児童全
体では87％以上の肯定的評価があっ
たが、５・６年児童では83.7％と、やや
低下傾向が見られた。道徳授業だけ
でなく、授業や行事の振り返りや朝や
帰りの会に「よいところ見付け」をす
る、学校行事における高学年児童の
活躍の場を積極的に設ける等、日常
的に認め合う教育活動を行い、自己
肯定感と高めていく。

3

２：
70％
以上

１：
70％
未満

４：
90％
以上

児童アンケート「外国語
活動が楽しい(１～４
年)」、「外国語の学習が
楽しい(５・６年)」で「とて
もそう思う」、「そう思う」
と回答した児童の割合

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ａ

Ｂ

4

〇児童アンケートの結果(肯定的評価
の全校平均)は９４%であった。おおた
の未来づくりの教育課程特例校とし
て、地域教材や人材を活用した「地域
との連携」、「児童が協働して学ぶ授
業づくり」に取り組んだことの成果が表
れたと考えられる。
●教職員アンケート「情報技術を適切
に活用した授業の実施を通して、情報
活用能力の育成を図っている。」の肯
定的評価が８６．４％であるが、いまだ
に否定的評価もある。情報主任を中
心にして教職員のICTの活用を促進
し、授業づくりの中で積極的にタブレッ
トやアプリケーションを活用できるよ
う、情報活用能力を高めていく研修を
実施する。

〇児童アンケートの結果(全校平均の
肯定的評価)は91.4%であった。外国語
専科教員が配置されていることと、
ALTとの連携で外国語指導を進めて
いることで、どの授業でも「こどもたち
が楽しんで積極的に授業に参加する
姿が見られている。授業の中で異文
化の紹介や、指導教員とALTが言葉
のやり取りの見本を見せたり、身近な
歌や動画を見せたりして、外国語習得
への意欲を喚起させていることが、結
果につながっていると考える。
●来年度の低学年の外国語活動の
時間が時数増となる方針が示されて
おり、学級担任教員の外国語の指導
力を高めるため、児童の発達段階や
実態に即した英語活動ができるよう研
修の機会を増やす。
〇教職員アンケート「現代社会におけ
る地球規模の課題を自分事として捉
え、その解決に向けて考え、行動する
力の育成を図っている」の項目(肯定
的評価)が90.9％であった。児童の委
員会活動「JRC委員会」でエコキャップ
を回収したり、エコスクール委員会が
ごみの分別を呼び掛けたりして、地球
規模の問題に対して、「自分たちが今
できること」を考えて行動をしたことが
結果とつながっている。生活科や総合
的な学習の時間でも、地球環境につ
ながる課題を積極的に取り扱い、
SDGSの視点で授業づくりをして、委員
会等の活動とつなげていく。

4

〇現代はあまりにも情報が多すぎると感じます。その中から自
分に適したことを選択する難しさを考えていきたい。

〇社会人が仕事で使ってるフレームワークなどをこどもたちが
使って学びを深めていることに驚きました。

〇児童の捉え方が肯定的であるということは、楽しみながら学
んでいるということであると考える。

〇教える＝習熟することを成果目標にせず、児童の将来的な
引き出しが増えるという程度の視点でよいと思う。（「情報活用
能力を高めていく研修を実施するということについて）

〇自己評価４「おおむねできた」がもっと多くてもよいのでは？
（評価については以下同）

〇国際感覚の育成を図る事は大事です。ただ自国の伝統や文
化にも同じ以上に関心を持てるような指導をしてほしい。

〇陸地の国境が無い日本という国が世界でいかに特殊である
かを、外国語を学ぶことで知ってほしい。

〇学年を問わず、エコキャップ回収への取り組みに楽しさを感
じているこどもたちが見られました。また保護者への影響に働
かせました。

〇前項に同じく児童が楽しく取り組めているようでよいと思う。

〇外国語を学ぶことは、日本語的な思考と反する部分もあると
感じ、より日本語での理解、読解力の向上を重視してほしいと
個人的には考える。

〇担任などの負荷を考えるとALTや専任講師をたてた方がよい
と思う。児童アンケートの肯定的評価が多いのも、ALTなどが
ちょうど良く機能している現れだと思う。

〇心と体の健康の調和が一番と考えます。個々の力を大勢の
中で発揮できる場を多く整えてほしい。

〇SNSなどの難しいトピックを保護者、地域の方とパネルディス
カッションする場が見られました。

〇児童アンケートの質問は、児童にとって回答が難しい設問と
感じる。もしかしたら、高学年ほど友達と自分の優劣だけを回答
の判断材料にしてしまう傾向があるように感じる。「友達との関
わりの中で、自分に（の）よいところを見つけることができる」の
方が設問の意図に沿うのでは？

児童アンケート「人の役
に立ちたいと思う(１～４
年)」「将来、人の役に立
ちたいと思う(５・６年)」
で「とてもそう思う」、「そ
う思う」と回答した児童
の割合

３：
80％
以上

２：

70％
以上

１：
70％
未満

４：
90％
以上

Ａ

Ａ

個
別
目
標
１

予
測
困
難
な
未
来
社
会
を
創
造
的
に

生
き
る
力
を
育
成
し
ま
す

英語での実践的
なコミュニケー
ション能力を高め
るとともに、我が
国や郷土の伝統
文化に触れ、尊
重する心や、協
力していく態度を
育成します。ま
た、国際社会・地
域社会に関心を
もち、持続可能な
社会を形成して
いく態度を形成し
ます。

個
別
目
標
２

世
界
と
つ
な
が
る
国
際
都
市

お
お
た
を
担
う
人
材
を
育
成
し
ま
す

児童・生徒が豊
かな人生を生き
ていく上で基礎と
なる力として、豊
かな心や確かな
学力、健やかな
体を育成します。
また、乳幼児期
から中学校まで
の一貫性のある
教育を推進しま
す。

個
別
目
標
３

一
人
ひ
と
り
が
個
性
と
能
力
を
発
揮
す
る

た
め
の
基
礎
と
な
る
力
を
育
成
し
ま
す

児童アンケート「友達と
の関わりの中で自分に
はよいところがある)」で
「とてもそう思う」、「そう
思う」と回答した児童の
割合

Ｄ

8

3Ｂ

Ｃ



４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむね高まっている」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむね高まっている」と
回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむね高まっている」と回
答した。

１：「おおむね高まっている」と回答した教員が60％未
満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「組織的な対応ができた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満の教員が回答した。

２：60％以上80％未満の教員が回答した。

１：「組織的な対応ができた」と回答した教員が60％未
満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

Ａ 10

１：
70％
未満

Ｄ

Ａ 9

Ｃ

４：
90％
以上

３：
80％
以上

２：
70％
以上

3

3

1

4

３：
80％
以上

Ｂ 2

Ｄ

3

1

保護者アンケート「保護
者や地域と連携しなが
ら教育活動を進め、開
かれた学校とする努力
をしている。」で「よくあ
てはまる」、「あてはま
る」と回答した保護者の
割合

〇保護者アンケートの結果(肯定的評
価)は93.2%であった。以下の２点がこ
の結果につながっていると考える。
①学校のHPについては、月に１回更
新を行い、学校だよりや教育活動の
様子について発信を行った。また、ま
なびポケットのチャンネル機能を活用
し、各学級から学校の様子を知らせる
ことができた。さらに、学校から発信す
る配布物等については、電子配布の
定着が図れた。②学校地域支援本部
を有効活用して、各学年で校外学習
の保護者ボランティアやゲストティー
チャー等の協力をいただくことができ
た。
●教職員アンケート「登下校の見守り
活動等の、児童・生徒の健全育成や
安全指導に係る取組を地域の協力に
より実施している。」の肯定的評価は
100％であった。今後は、児童の安全
面だけでなく、児童の学習活動動や家
庭教育講座等、様々な機会で地域と
学校ができる取組を充実させていく。

Ｄ

Ｃ

Ｃ 1

②教職員がそれぞれの専門性を生かした
り、地域の特色を生かしたりして教育活動
を行っている。

②避難訓練や安全指導日などを通して、
危険や災害に対する教育を関係機関と連
携しながら進めている。

①学校や地域の伝統・特色や、安心・安全
な学校生活づくりを踏まえて、学習環境を
整備している。

②学校いじめ防止基本方針に沿って、いじ
めの未然防止、早期発見、早期対応等の
ための組織的な対応を実施している。

③教職員の業務適正化等に取り組み、児
童・生徒に教員が向き合う時間を確保する
等、ウェルビーイングを高める取組を行っ
ている。

①インクルーシブ教育システムの構築に向
けて、教員の資質・能力の向上や校内にお
ける支援体制の充実、特別支援教室巡回
指導教員との連携等を行っている。

③スクールカウンセラーやスクールソー
シャルワーカーとの連携等、児童・生徒・保
護者が相談しやすい環境を整備し、一人
ひとりの能力や可能性を最大限に伸ばす
ことを意図した指導や支援を行っている。

①児童・生徒一人ひとりの可能性を引き出
す個別最適な学びと協働的な学びの一体
的な充実の視点による授業改善を行って
いる。

Ａ 6

個
別
目
標
７

学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
・
協
働
に
よ
る

地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
の
核
と
し
て
の

学
校
を
つ
く
り
ま
す

地域コミュニティ
の核としての学
校づくりや地域の
特色を生かした
学校づくりを進め
るとともに、学校・
家庭・地域が連
携・協働して、地
域社会全体でこ
どもたちを育成し
ます。

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載す
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。
○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

3

3

3

3

③家庭教育に関する情報の発信やPTAな
どと連携した講演会・学習会、またはその
双方を実施している。

②登下校の見守り活動等の、児童・生徒の
健全育成や安全指導に係る取組を地域の
協力により実施している。

4

２：
70％
以上

①「地域コミュニティの核としての学校づく
り」を目指して地域と学校が連携・協働した
様々な活動を実施している。

3

4

４：
90％
以上

２：
70％
以上

３：
80％
以上

３：
80％
以上

Ｃ

校内研究等の
OJTの充実を通
して、教師の授
業力を向上させ
ます。また、質の
高い教育を実現
するため、学校
の組織的な運営
力を向上します。
あわせて、教師
がやりがいをもっ
て働くことができ
る魅力的な環境
づくりを進めま
す。

個
別
目
標
４

学
校
力
・
教
師
力
を
向
上
さ
せ
ま
す

保護者アンケート「学校
は、安全教育（不審者
対応・交通安全・避難
訓練等）に努めてい
る。」で「よくあてはま
る」、「あてはまる」と回
答した保護者の割合

教職員アンケート「校内
研究やOJT等の校内で
の支援体制のもと、やり
がいをもって働くことが
できる職場環境になっ
ている。」で「よくあては
まる」、「あてはまる」と
回答した教職員の割合 ２：

70％
以上

１：
70％
未満

個
別
目
標
５

自
分
ら
し
く
い
き
い
き
と
生
き
る

た
め
の
学
び
を
支
援
し
ま
す

困難のある児童・
生徒一人ひとり
の状況にあわせ
て教育環境を整
えるとともに、相
談機能の充実を
図ることで、すべ
ての児童・生徒
が自分らしくいき
いきと生きるため
の学びを支援し
ます。

保護者アンケート「一人
一人のこどもを大切に
しながら指導してい
る。」で「よくあてはま
る」、「あてはまる」と回
答した保護者の割合

４：
90％
以上

１：
70％
未満

４：
90％
以上

１：
70％
未満

学校施設につい
て、ICT環境等の
教育環境の整備
を推進するととも
に、児童・生徒の
安全・安心を向
上させるための
教育を推進しま
す。

個
別
目
標
６

柔
軟
で
創
造
的
な
学
習
空
間
と
安
全
・

安
心
な
教
育
環
境
を
つ
く
り
ま
す
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Ｂ

Ｄ

〇保護者アンケートの結果(肯定的評
価)は91.3%であった。以下の取組がこ
の結果につながっていると考える。①
毎月の安全指導日には、担当学年が
全校放送で安全指導を行って安全な
行動を定着するように取り組んだ。②
毎月の避難訓練に加えて大森第六中
学校を２次避難場所として全校児童
が移動した。
●教職員アンケート「学校や地域の伝
統・特色や、安心・安全な学校生活づ
くりを踏まえて、学習環境を整備して
いる。」の肯定的評は、８６．３％で
あった。一方で、否定的評価が１３．
７％あることは、安全・防災等での地
域活用を意識する機会のない教員も
いるということが考えられる。より多く
の教員が地域安全マップづくりのなど
の地域を教材とした学習活動や、地
域防災訓練にかかわる機会を設け、
安心・安全な学校づくりを推進してい
く。

1

Ｂ 4

4

〇小池は恵まれた環境にあると思います。これは、大人になっ
てからわかったことで、柔軟な考えができるようになってほし
い。

〇ICT環境についてはより積極的に進めてほしい。

〇大田区避難場所への移動訓練はとてもよい取り組みだと思
います。（無責任な意見ですが）高学年であれば、３次避難場
所である多摩川まで遠足などの行事として徒歩でいくのも面白
いと思います。

〇この地域は優秀な保護者の方々がいます。児童生徒とのふ
れあいで大人も成長したい。

〇全体として先生方お忙しい中よく頑張ってくださっていると思
いました。

〇地域を巻き込んだコミュニティー作りの姿勢、働かせが見ら
れました。

〇保護者アンケートの結果通りであると思う。

〇下記の項目を含めて
皆様大変ご尽力いただいている事、日々感じております。
ただ、やることが多すぎて全体的に回っていない状況をどうして
も感じてしまいます。

〇先生方が学校にとられる時間が多すぎると思います。
私生活を充実させ、そのことを児童生徒に語ってほしい。

〇教職員の方に会うと必ず挨拶をいただきます。

〇③については、学校や教員単位での取り組みだけで改善す
ることには限界があると感じる。国の施策や国民の教育そのも
のに対する理解が必要である（自論ですが）

〇制約がある中で、学校教員としてはこまやかに対応している
と思います。

〇教職員アンケートの結果(肯定的評
価)は88.6%であった。校内研究の授業
づくりやOJT等の校内研修活動がこの
結果につながっていると考える。
〇ゲストティーチャーを招いたり、地域
への校外学習に行ったりして、地域の
特色を生かし、社会とのつながりのあ
る教育活動を展開したこともこの結果
につながっていると考える。
●「職員の業務適正化等に取り組み、
児童・生徒に教員が向き合う時間を確
保する等、ウェルビーイングを高める
取組を行っている。」の肯定的評価は
59。１％であった。学校を取り巻く環境
等に大きな変化がない状況で、約6割
が肯定的評価ができていることは改
善が図られているとも考えられるが、
すべての教職員が、自分の職務にや
りがいを感じ、児童に向き合う時間を
確保することができるように以下のよ
うに改善する。①学年単位での指導
協力を充実し、教材準備や事故対応
などの負担感を軽減させていく②学校
支援人材の有効活用により「教師でな
くてもできる仕事」の分担を軽減してい
く。③会議の精選やタイムマネジメント
の徹底により学校運営業務の効率化
を図る。

3

〇自分らしさを発見することはまだ先でもと感じる。いろいろな
体験をもって将来に備えてください。

〇ステップアップルームを状況に合わせて運営する工夫が見ら
れました。

〇いじめをしてしまう側のケアについても難しい問題だと感じま
す。

〇保護者アンケートの結果(肯定的評
価)は、90%であった。以下の３点がこ
の結果につながっていると考える。①
特別支援教育の専門家から、特別な
支援を必要とする児童の特性、対応
の仕方、教育上の指針となる研修を
実施して、日々の指導に生かした。②
毎週の生活指導夕会において、いじ
めや不登校、問題行動に関する情報
共有を行い、未然防止、早期発見、早
期対応ができるよう組織的な対応を
行った。③問題行動、不登校児童、医
療的ケア等に関するケース会議設
け、関係諸機関と対応を図った。
●教職員アンケート「学校いじめ防止
基本方針に沿って、いじめの未然防
止、早期発見、早期対応等のための
組織的な対応を実施している。」の肯
定的評価が１００％であったが、今後
も教職員が些細ないじめの兆候も見
逃さず、いじめを認知した場合、すぐ
にいじめ防止対策委員会を開き、組
織的な対応をし、全ての児童が安心し
て学校生活を送れるよう引き続き、支
援する。
●インクルーシブ教育システムの構築
に向けて、巡回指導教員を中心に、児
童・保護者等を対象とした、障害特性
等にかかわる啓発活動を行っていく。

4

Ｂ


